
○水戸市大工町交差点周辺では，集中豪雨等により過去何度も道路冠水被害が発生していた。
○平成３０年１月３１日，当該箇所を含んだ区域を１００ｍｍ／ｈ安心プランに登録。増補管の整備を実施した。
○令和元年度の台風１９号で効果を発揮し，道路冠水被害の発生を防止。

浸水対策の効果事例（令和元年台風１９号） 茨城県水戸市

発生日時 H26.7.27 H28.7.14 H28.8.16 H29.8.19 R1.7.12 R1.10.12

時間最大雨量（mm/h） 40.5 47.5 56.5 35.0 46.5

被害状況
道路冠水

40cm
道路冠水

30cm
道路冠水

40cm
道路冠水

30cm 被害なし

既存管

増補管

既存管

対策前

パトロール結果，
道路冠水被害なし！

増補管により，
流下能力不足を解消！

H29.8.19撮影

Φ1100

Φ1650

増補管
整備完了

対策後



○茨城県日立市では平成11年10月の低気圧によ る 大雨で、 排水能力不足によ る 床上浸水被害（ 約５ ha） が発生
○日立市の下水道事業と し ては、 時間降雨量４ ６ . ２ ｍｍに対応でき る 施設を整備
○令和元年10月の大雨（ 45. 0mm/h） などで効果を発揮し 、 浸水被害の発生を防止

浸水対策の効果事例 ( 令和元年10月25日低気圧によ る 大雨) 茨城県日立市

対策前 対策後

整

備

状

況

浸

水

被

害

年月日 平成11年10月27日 平成24年5月29日 平成30年8月31日 令和元年10月25日

原因 大雨(低気圧) 大雨 雷雨(低気圧) 大雨(低気圧)

時間最大雨量
(mm/h)

88.0 41.5 35.0 45.0

浸水面積(ha) 5 （床上） 5 （床下） 0 0

凡 例 : 能力不足箇所 ： 浸水箇所 ： 整備箇所

0. 5

1. 0

1. 5

2. 0

2. 5

0
平成26年度末

（整備前
φ900mm）

平成28年度末
（整備後

φ1200mm）

流下能力の増加（ｍ3/s）

0.85ｍ3/s

2.14ｍ3/s流出量 2.08ｍ3/s

効
果 対策を実施した平成29年1月以降、浸水被害は確認されていない。

整

備



○常総市本石下周辺では， 大雨によ る 内水被害が度々発生。
○常総市の事業と し て， 平成17年度から 浸水対策下水道水路整備工事によ り 「 江連3号雨水幹線」 「 江連1号雨水幹線」 を

整備し ている 。
○令和元年度の台風19号の際は， 雨水幹線の吐出し 先である 鬼怒川が氾濫危険水位に達し たも のの， 整備済地区における

内水被害は無かった。 整備の中途段階ではある が， 浸水対策に一定の効果を発揮し ている も のと 認めら れる 。

浸水対策下水道水路整備の効果事例 茨城県常総市
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整備済区間の浸水被害を軽減
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冠水被害個所
既存管
整備箇所

浸水対策の効果事例について（ 茨城県牛久市南４ 丁目）

・当該区域は、昭和４０年代より宅地造成された区域であり、近年の台風やゲリラ豪雨発生時において、道路冠水及び家屋への浸水被
害が頻発しておりました。平成２０年度から本格的な整備を開始し、平成３０年度までの整備により令和元年の台風１９号及び、その後
の大雨時においても住宅への浸水被害はなく道路冠水被害も軽減されています。

牛久市柏田排水区田宮地区の浸水被害対策（雨水管渠整備）

整 備 前雨水整備事業の対象地域図

至水戸

至東京

一般国道６号
J R常磐線
浸水被害対策箇所

柏田排水区

Ｈ３０年度末以降最大雨量
令和元年10月25日
（１時間最大22ｍｍ）
家屋への浸水被害 0件

総事業費 約１３億円

整備延長 約680m
（整備済延長 約480ｍ）

管渠径 □1500㎜×1500㎜
～□2000㎜×1800㎜

整備前の被害状況

H30年度末時点

茨城県牛久市



○守谷市百合ケ丘一丁目地内において， 降雨にと も なう 道路冠水が発生。
○守谷市の下水道整備事業と し て， 雨水幹線の未整備区間（ L＝132ｍ） にボッ ク ス カルバート ( □2000×1600，

2500×1000） を整備。
○整備以降は道路冠水の報告なし 。

下水道整備の効果事例 茨城県守谷市

整
備
状
況

対策前 対策後

凡例 ：冠水箇所 ：整備箇所

冠
水
実
績

効
果

１年/回の割合で道路冠水が発生

幹線整備に伴い，道路冠水の報告なし



○都市計画道路上新町環状線（ 井野工区） と 雨水整備の同時施工
○国道６ 号から 県道取手谷中線に至る 区間の道路整備と 、 桑原陸橋から 相野谷川ま での雨水管路整備を、 茨城県、 取手市

及び取手地方広域下水道組合が共同で整備
○井野工区の開通によ り 、 上新町環状線が全線供用と なり 、 国道６ 号及び２ ９ ４ 号によ り 取手市中心部に集中する 自動車

交通が分散化さ れ、 交通環境の改善と 同時に、 市内移動時間が短縮さ れ地域活性化に弾みがつく こ と も 期待

浸水対策の効果事例 茨城県取手地方広域下水道組合

○排水区域面積 4.35ha
管きょ延長 1,045ｍ

○事業期間：平成25年度
～ 平成29年度

雨水管路整備



主要幹線の整備
（ 令和元年７ 月完了）
内径 ２ ， ０ ０ ０ ｍｍ
延長 ２ ， ２ ０ ０ m

（写真１）

（写真２）

小山市大字横倉新田付近
平成２７年９月１０日

浸水範囲

通行不能箇所

過去の浸水範囲

写真

平成27年9月10日
台風１８号
集中豪雨

最大６０mm/hr
総雨量３７６mm

10ｈａ
床上浸水６戸、床下浸水７１戸
生活道路冠水により通行止

平成28年8月22日
台風９号
集中豪雨

最大４０mm/hr
総雨量１５９mm

5ｈａ
床上浸水０戸、床下浸水２６戸
生活道路冠水により通行止

今回 令和元年10月12日
台風１９号
集中豪雨

最大２４mm/hr
総雨量２１４mm

0.5ｈａ
床上浸水０戸、床下浸水３戸
生活道路冠水により通行止

同地域における
過去の浸水被害

小山市大字横倉新田付近
平成２８年８月２２日

○主要幹線（ φ2000mm） 2, 200mを整備。
○令和元年度の台風１ ９ 号において、 浸水被害を低減。

浸水対策の効果事例 栃木県小山市



○栃木県真岡市松山町周辺（ 工業団地） では、 ２ ０ 数年程前から 道路冠水が発生。
○平成２ ３ 年度から ＨＰ φ８ ０ ０ ～２ ２ ０ ０ の増補管を整備。
○令和元年度の台風１ ９ 号などで効果を発揮し 、 浸水被害の発生回数を 軽減。

浸水対策の効果事例 栃木県真岡市

整
備
状
況

対 策 前 対 策 後

浸
水
被
害
回
数

効
果

対策実施に伴い、 浸水被害回数を軽減

凡例 ： 流域 ： 増補管 ： 既設雨水管 ： 浸水箇所 ※回数が多いほど濃色

浸水被害回数
を軽減させ一
定の効果を発
揮。しかし、更
なる整備（第２
期整備）が必

要。

※発生頻度

・ 整備前
( 8+2) 回／Ｈ16～Ｈ23
1. 25回/年 浸水被害が発生

・ 第１ 期整備中
（ 1+2） 回／Ｈ24～Ｈ27
0. 75回/年 浸水被害が発生

・ 第１ 期供用開始後
（ 1） 回／Ｈ28～Ｒ 1
0. 25回/年 浸水被害が発生



○高根沢町宝積寺地区
○宝積寺駅西第1地区区画整理事業の道路築造工事と と も に、 鬼怒川3-1雨水幹線管渠築造工事と し て、 平成30年度末ま で

に雨水幹線管渠L=1746. 8mを整備
〇道路築造工事と 併せて整備する こ と によ り コ ス ト ダウ ンが図れた
○令和元年度の台風19号など、 強雨時の浸水被害はなく 、 被害の発生を防止・ 軽減

雨水幹線管渠整備によ る 浸水対策の効果事例 栃木県高根沢町

宝積寺アクアセンター

鬼怒川

国道４号

鬼怒川3-1雨水幹線管渠

□2000×□2000～□2400×□2400

平成30年度施工箇所

鬼怒川３-１雨水幹線管渠築造工事
平成30年度末 整備済延長L=1746.8m

道路築造工事と併せて雨水
管渠を整備



○広沢川第四排水区には要配慮者利用施設があり 、 浸水対策が重要視さ れる 。
○付近の水路では、 過去の降雨状況で時間４ ０ mm以上の降雨によ り 溢水の痕跡が見受けら れた。
○平成１ ７ 年度よ り 広沢川十号雨水幹線の整備に着手し 、 平成３ ０ 年度ま でに約４ １ ０ ｍ整備。
○令和元年度台風第１ ９ 号では過去最大の日降水量（ ２ ３ ２ mm 観測所： 桐生） を記録し たが、 溢水や浸水被害は発生し

なかった。

浸水対策に関する 効果事例 群馬県桐生市

要配慮者利用施設

広沢川第四排水区

広沢川十号雨水幹線

◎ 桐生市役所

Ⅰ．全体図 Ⅱ．整備前後の比較

溢水した痕跡

整備前

整備後



○熊谷市拾六間地内では、 台風や大雨によ り 道路冠水や浸水被害が発生。
○熊谷市の下水道事業と し ては、 「 別府雨水幹線」 を整備。
○令和元年度の台風１ ９ 号など で効果を発揮し 、 浸水被害の発生を防止・ 軽減。

都市浸水対策の効果事例 埼玉県熊谷市

整
備
状
況

浸
水
被
害
状
況

効
果

対策実施に伴い、道路冠水、浸水被害を軽減

凡 例 ：整備区域 ：雨水幹線 ：既設雨水幹線 ：浸水エリア

対策前 対策後

別府雨水幹線

【施工年度】
平成25年度～平成28年度

【工事概要】
工事延長 572ｍ

函 渠 □2300×2000
□1800×1800
□1500×1500

管 渠 φ1420

標準横断図

函渠　 □1800×1800

8000

平成15年 平成16年 平成16年 平成16年 平成20年 平成20年 平成20年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 令和元年

8月8日 9月22日 10月9日 10月20日 8月4日 8月16日 8月28日 9月1日 6月19日 7月27日 10月6日 10月12日

気象状況 大雨 大雨 台風22号 台風23号 大雨 大雨 大雨 台風12号 台風4号 大雨 台風18号 台風19号

時間最大雨量
ミ リ /時

28 39 23 19 13 43 51 20 14 48 20 28

日　 時

5

2

1

3 3

1 1 1 1 1

0 0
0

1

2

3

4

5

6

被
害
件
数

工事完成後

大き な被害はなし

着手： 平成25年度

完成： 平成29年度



○埼玉県秩父市では、 昭和27年に下水道事業の認可を取得し 、 中央分区を中心に合流管によ る 整備が概成
○分流排水区では、 雨水幹線の整備が進み、 令和元年台風19号によ る 浸水被害なし
○雨水排除を最大限発揮する ため、 雨水幹線の適切な維持管理を継続的に実施

雨水幹線の適切な維持管理の効果事例 埼玉県秩父市

雨水整備の状況 適切な維持管理の実施状況

雨水排水区域
合流区域 ：386.02ha
分流排水区：702.18ha

平成30年度末整備状況
合流区域 ：377.45ha
分流排水区： 69.58ha

施工前

施工中

施工後



○富士見市大字水子地内（ 国道463号アンダー周辺） において、 台風やゲリ ラ 豪雨で度々道路冠水が発生。
○富士見市の下水道事業と し て、 内空断面1600×1600～3500×1700のボッ ク ス カルバート で別所雨水幹線を 整備。
○令和元年度の台風19号で効果を発揮し 、 道路冠水の発生を抑制。

道路冠水対策の効果事例 埼玉県富士見市

整
備
状
況

道
路
冠
水
状
況

効
果

H28年度 台風9号
H29年度 集中豪雨（8/30）

台風21号、22号
H30年度 なし
※直近3年の発生状況

対策実施に伴い、道路冠水を抑制

新設

既設既設

冠水

対策前 対策後

国道463号アンダー部
（BOX1600×1600）



浸水対策によ り 安心安全なま ちづく り

○白岡市西四・六丁目地内では、台風等の大雨により甚大な浸水被害が発生。
○道路冠水被害が多発しているため雨水幹線等の下水道整備を実施し浸水被害の軽減を図る。

○浸水対策により、浸水被害の軽減が図られることで、快適な住環境の促進が期待される。

浸水被害状況雨水幹線整備状況

雨水幹線を整備することで水路の流下能力が向上し、今まで台風等
の大雨時に道路冠水が発生していた地域において浸水被害が軽減
された。

浸水被害箇所
（2.4ha）

雨水幹線箇所

埼玉県白岡市

白岡第九ノ二号幹線
□2200×1500～

□1200×1200
H30年度完成
延長 約0.6km

生活環境の改善状況白岡第九ノ二号幹線

歩道のない道路であるため、水路用地を歩道として整備するこ
とで新たに通学路等として活用

県道春日部菖蒲線




